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(1) 健常人及び腎疾患患者のアミノ酸 Titration Curve の検討
方法:早朝空腹時アミノ酸溶液(総合アミノ酸及び単一アミノ酸 his) の負佑を行司ない，同時負荷し
たチオ硫酸クリアランス値を用い 4 種のr:_~1性アミノ酸 (ala， gly, thr, phe) 及び his の尿細管負荷
量，再吸収量及び率を算出した。
成績:能働転送を受ける物質には再吸収極量 (Tm) の概念が存在するが，健常人に総合アミノ酸を
負荷するとそれらの再吸収量が増加するにもかかわらず ala， phe では再吸収率は変らず，かかる負




(伊ω2斗) アミノ酸尿を来たすf各?各千 1問宅疾忠の内因性アミノ酸クリアランス(J臼以ム弐、下「ク J )の検 Ij一\、









方法:健常人及び健常成犬(約10 kg) に水及び、マンニトー jレ利尿を行ない，総 a アミノ N尿中排I世
量に対する尿流量影響を観察した。
成績:ヒト及び犬共に総 a アミノ N中排出量は尿量との正の相関を示し，特にマンニトール利尿時に
著明であった。
(2) 上述の条件下における腎組織，血，尿中アミノ酸濃度の検討
方法:約10kg の健常成犬を 3 日間同一飼料で飼育し， 4 日目対照，マンニトーノレ及び二・三の利尿
剤投与による利尿の各例につき採血採尿後撲殺直ちに両側腎を刻出，これより皮質，乳頭を採取秤量
後 Schmidt-Nielsen 法に従いそれぞれの総 a アミノ Nを測定した。
成績:対照犬の総 a アミノ N濃度は皮質>乳頭>尿>血液の順となる。マンニトール及び利尿剤投与
による利尿時にはすべての濃度は著しく減少し皮質>乳頭>血液>尿の順となる。
〔総括〉
(1) アミノ Titration Curve よりアミノ酸尿の発生機序を腎性と腎外性に分かち，前者は主とし
てアミノ酸能動転送機構の障害によるが，後者は従来の overflow aminoaciduria の他ネフロン当り












著者はアミノ酸転送異常発生機序解明の目的で m VIVO でのアミノ酸尿細管負荷量と転送量の関






要するにかかる理論式の導入によって尿細管転送現象を in vivo で観察する際，複雑な因子の影
響の多くを観測可能なデータから補正することができ，これによってあたかも単離した生体膜での転
送反応と同様に反応論的分析が可能となるものと考えられ，生体現象の法則化とその妥当性の証明に
基づきその数学的展開によって高次の理論を求めるいわゆる計量論的研究のーっとして基礎，臨床の
両面に貢献するところ大であると考える。
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